
環境への今後の取り組みについて環境への今後の取り組みについて

環境への取り組みは業界のみならず社会の重要課題となっている。

特に地球温暖化防止や大気環境改善については、自動車メーカーが推進している燃費、排ガスの一層の

改善やハイブリッド車などの低公害車の普及とともに、道路インフラ面や自動車の効率的な利用といった

自動車交通全体の取り組みが必要とされる。

政府や関係方面にはより一層の取り組みをお願いするとともに、日本自動車工業会としても、調査・研究、

情報発信などを通じ社会的課題の解決に向け協力をしていく。

環境保全に係わる
政府や業界の目標 ２００３ ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５

自主取り組み
★ 政府目標等

CO２排出量削減 ： ２０１０年の排出量を９０年比で１０％削減
生　産　活　動

廃棄物削減 ： ２０１０年の廃棄物最終処分量を11,000ｔ以下とする　（９０年比▲９７％）

★★
システム構築

自動車リサイクル 自動車リサイクル法施行
リサイクル率９５％

京都議定書の約束期間

★★★
PM低減車自主供給

自動車NOx・PM法本格施行
東京都等のディーゼル車規制条例施行

新長期規制

自動車NOx・PM法対象地域の
環境基準概ね達成目標年

環境負荷物質削減自主取り組み

大 気 環 境 改 善

地球温暖化防止

地球温暖化対策大綱に
おける運輸部門の
CO2削減目標

低公害車普及 営業自動車対策

150190220 交通対策等 （1,410 )

航空機

燃費基準達成 ( 1,650 )

単体対策 (1,870万ｔ、41％)
4,530万ｔ

物流効率化 ( 910 )

単位：CO2万トン

★

低公害車の商品拡大

燃費目標達成年燃費基準達成車の早期普及


